
学
界
動
向

第
六
回
先
史
学
原
史
学
国
際
会
議

樋
　
口
　
隆
　
康

　
ユ
ネ
ス
コ
C
I
P
s
傘
下
の
濁
際
先
史
学
原
史
学
連
合
は
、
四
年
目
ご
と
に

国
際
会
議
を
開
い
て
い
る
が
、
そ
の
第
六
回
会
議
が
一
九
六
一
一
年
八
月
二
九
田

か
ら
九
月
三
日
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
。
筆
者
は
β
本
学
術
会
議
か
ら
縫

本
代
褒
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
模
様
を
紹
介
し
て
お
く
。

　
世
界
六
〇
余
函
の
学
者
約
チ
名
が
集
っ
た
が
、
地
光
イ
タ
リ
ヤ
を
筆
頭
に
、

ヨ
ー
實
ヅ
パ
各
園
出
身
が
大
部
分
を
し
め
、
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
は
イ
ン
ド
三
名
、

モ
ン
ゴ
…
ル
ニ
名
、
欝
本
一
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
参
鵜
国
と
し
て
統
制
的
に

活
動
し
て
い
た
の
は
ソ
聯
で
、
十
六
名
の
研
究
リ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
印
刷
し
て
、

参
加
者
に
配
布
し
て
い
た
。

　
イ
タ
リ
や
政
府
…
も
こ
の
学
界
に
大
い
に
力
を
い
れ
て
い
た
。
カ
ム
ピ
ド
リ
オ

宮
殿
の
大
広
間
で
お
こ
な
わ
れ
た
開
会
式
に
は
、
フ
ア
ン
フ
ア
ニ
善
相
が
臨
席

し
て
、
祝
辞
を
の
べ
、
ま
た
、
会
期
中
に
、
ロ
ー
マ
法
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
ニ
三
世
も

来
場
さ
れ
て
、
言
葉
を
た
ま
わ
っ
た
。

　
会
議
は
研
究
発
蓑
、
適
量
集
会
、
展
覧
会
、
レ
セ
プ
シ
。
ン
、
エ
ク
ス
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
主
要
行
春
で
あ
る
研
究

発
菱
は
八
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
れ
た
。

　
一
、
A
、
一
毅
論
、
方
法
論
、
技
衝
論

　
　
　
B
、
先
史
学
と
自
然
科
学
と
の
関
係

　
　
　
C
、
先
史
学
、
量
口
語
学
、
歴
史
学
、
概
族
学
間
の
関
係

　
二
、
旧
石
器
時
代
と
巾
石
器
時
代

　
三
、
新
石
器
時
代

　
四
、
青
鋼
器
時
代

　
五
、
A
、
鉄
器
時
代
　
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
｝
と
ラ
テ
ー
ヌ
文
化

　
　
　
B
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
民
族
移
動
岡
時
代
の
鉄
器
文
化

　
　
　
C
、
二
世
の
北
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
考
古
学

　
六
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
諺
大
陸
の
先
史
学
・
原
史
学

　
七
、
先
史
人
類
学

　
八
、
先
史
・
原
史
芸
術
の
問
題

　
そ
の
内
容
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
他
の
諸
地
域
は
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
を
併
せ
て
、
一
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
し
か
薮
て
ら

れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
学
界
の
地
域
的
比
重
差
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ

っ
た
。

　
報
告
は
代
蓑
報
告
と
｛
般
報
告
に
分
れ
、
前
藩
は
著
名
な
学
者
二
五
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
代
衷
し
て
行
い
（
受
持
時
間
は
質
閲
を
念
め
て
　

時
問
）
、
　
後
者
は
二
七
〇
名
の
大
勢
が
三
〇
分
づ
っ
発
表
し
た
。
用
語
と
し
て
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学界動向
は
、
英
・
独
・
仏
・
伊
・
ソ
・
ス
ペ
イ
ン
の
各
藩
が
麿
由
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　
各
セ
ク
シ
ョ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
あ
る
発
表
が
あ
っ
た
。
B
・
コ
ル
テ
ン
の

ノ
ヴ
．
箕
μ
ド
に
お
け
る
年
輪
法
研
究
の
成
果
、
～
・
D
・
ク
ラ
…
ク
の
礫
石
器

文
化
の
新
説
、
V
・
M
・
マ
ツ
ソ
ン
の
中
事
ア
ジ
ア
の
新
石
器
農
耕
文
化
の
起

源
、
R
・
J
・
ブ
レ
イ
ド
ウ
ッ
ド
の
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
古
の
農
村
社
会
論
、

M
・
パ
ロ
ッ
テ
ィ
ノ
の
エ
ト
ル
ス
キ
丈
化
の
編
年
論
、
A
・
P
・
オ
ク
ラ
ド
ニ

コ
フ
の
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
旧
石
器
絵
画
の
問
題
な
ど
は
多
く
の
参
加
者
の
関

心
を
呼
ん
で
い
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
次
の
二

つ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
J
・
D
・
ク
ラ
ー
ク
「
礫
石
器
文
化
の
闇
題
」

　
現
在
、
人
類
最
古
の
文
化
と
み
な
さ
れ
て
い
る
東
ア
フ
リ
カ
の
礫
石
器
文
化

ぽ
、
第
一
期
カ
フ
文
化
、
第
二
期
オ
ル
ド
ヴ
ァ
イ
文
化
の
編
年
が
た
て
ら
れ
、

前
者
ほ
片
面
加
工
、
後
者
は
両
価
加
工
と
い
う
技
術
面
で
の
相
違
が
あ
げ
ら
れ

て
い
た
。
し
か
も
こ
の
種
の
石
暴
が
最
古
の
化
石
人
類
オ
ー
ス
ト
ラ
瞬
ピ
テ
ク

ス
と
結
び
つ
く
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
～
・
D
・
ク
ラ
…
ク
博
士
は
、
か
ね
て
か
ら
カ
ブ
型
石
器
が
人
工
品
で
あ
る
．

こ
と
に
疑
を
も
っ
て
い
た
が
、
り
ー
キ
i
博
士
か
ら
、
オ
ル
ド
ヴ
エ
イ
出
土
石

器
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
片
面
加
工
と
両
面
加
工
の
差
は
用
材
の

根
違
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
時
代
差
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
す
な

わ
ち
、
薄
手
の
礫
を
用
材
と
し
た
場
合
、
鋭
い
エ
ッ
ヂ
を
つ
く
る
の
に
は
片
面

加
工
が
適
し
、
厚
手
の
礫
石
を
材
料
と
す
る
と
ぎ
は
、
両
面
加
工
が
施
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
カ
フ
文
化
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
カ
フ
川
、
カ
ゲ
ラ
川
漢
谷
［
の
一
七
五
フ
ィ
…
ト
段

丘
砂
礫
麟
よ
り
繊
土
し
て
い
る
が
、
伴
出
の
プ
ア
ウ
ナ
は
知
ら
れ
て
な
く
、
人

工
口
聞
と
し
て
の
確
か
な
根
拠
は
な
い
。
た
だ
剥
離
の
打
撃
が
一
方
向
か
ら
の
み

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
オ
ル
ド
ヴ
ァ
イ
交
化
に
み
ら
れ
る
両
面
加
工
よ
り

も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
オ
ル
ド
ヴ
ェ
イ
文
化
を
出
し
た
オ
ル
ド
ヴ
ァ
イ

遺
跡
の
第
一
床
は
、
ジ
ン
ジ
ャ
ン
ト
ロ
プ
ス
人
骨
を
は
じ
め
、
多
く
の
化
石
骨

を
幽
し
て
お
り
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ヴ
ィ
ル
ラ
ブ
ラ
ン
カ
期
（
前
期
洪
積
世
後
半
）

に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
V
・
マ
ツ
ソ
ン
の
「
中
央
ア
ジ
ア
の
新
石
器
農
耕
民
偏

　
ソ
聯
の
中
央
ア
ジ
ア
考
古
調
査
隊
が
十
七
年
来
調
査
を
つ
づ
け
て
い
る
カ
ス

ピ
海
の
東
方
、
ト
ル
コ
メ
ニ
ァ
に
お
け
る
ジ
エ
イ
タ
ン
圏
洋
β
路
文
化
の
発
晃

を
紹
介
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
國
境
に
近
い
ア
シ
ュ
カ
パ
ー
ト
の
北
北
東
三
〇
キ

ロ
、
山
川
の
つ
く
っ
た
古
い
デ
ル
タ
砂
丘
上
に
こ
の
遺
跡
は
あ
る
。
早
く
パ
ン

ペ
ジ
ー
が
調
査
し
た
ア
ナ
ウ
の
玉
垣
も
近
く
に
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
古
く
、

世
界
最
古
の
農
耕
文
化
と
い
わ
れ
る
西
ア
ジ
ア
の
ジ
ヤ
ル
モ
や
ジ
エ
リ
コ
と
並

ぶ
時
期
の
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
文
化
の
性
格
的
特
徴
は
、
中
石
器
文
化
的
狩
猟
生
活
と
、
新
石
器
的
農
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耕
生
活
と
の
新
旧
両
要
素
が
漉
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
娼
土
の
動
物
骨
に
は
、
ヤ
ギ
・
イ
ヌ
な
ど
少
量
の
家
畜
が
い
る
が
、
大
部
分

は
野
生
種
で
、
そ
の
肉
や
皮
を
処
理
す
る
為
の
フ
リ
ン
ト
製
細
石
羅
や
骨
角
器

が
豊
當
で
あ
る
。
ま
た
衣
類
に
は
オ
オ
カ
ミ
や
キ
ツ
ネ
の
毛
皮
が
使
わ
れ
、
織

物
を
ま
だ
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
紡
錘
車
の
欠
除
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
コ
ム
ギ
、
オ
オ
ム
ギ
の
栽
培
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
住
藩
の
床
面
に

印
せ
ら
れ
た
籾
痕
、
プ
リ
ン
ト
の
鎌
歯
と
そ
の
骨
柄
、
磨
臼
、
磨
棒
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
る
。
土
器
も
す
で
に
あ
っ
た
。
繊
維
混
入
の
胎
土
で
つ
く
っ
た
麗
形
、

鉢
形
の
土
器
に
は
、
波
状
文
・
爪
形
文
を
彩
色
で
施
し
て
い
る
。
土
偶
、
チ
ェ

ス
形
円
錐
形
晶
も
、
こ
の
文
化
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　
定
着
的
農
耕
を
暗
示
す
る
住
讐
は
、
方
形
単
室
の
家
屋
で
、
ス
サ
ま
じ
り
の

粘
土
塊
（
ピ
ゼ
）
を
積
ん
で
壁
を
つ
く
り
、
室
内
の
床
は
石
灰
を
塗
り
、
内
壁

禰
に
は
鷹
や
戸
棚
が
付
設
し
て
あ
る
。

　
こ
の
象
崖
構
造
か
ら
し
ら
れ
る
当
時
の
社
会
組
織
は
、
単
婚
家
族
か
ら
な
る

父
権
制
の
ク
ラ
ソ
組
織
で
あ
り
、
同
地
域
の
ナ
マ
ヅ
カ
豆
文
化
以
降
に
み
ら
れ

る
多
血
家
屋
、
丘
岡
台
所
を
有
す
る
血
縁
的
大
家
族
制
社
会
に
先
行
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
文
化
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
マ
ツ
ソ
ソ
は
西
ア
ジ
ア
金
掻
に
し
ら
れ
る

初
期
農
耕
文
化
を
、
北
イ
ラ
ク
（
ジ
ヤ
ル
モ
）
、
　
中
央
ア
ジ
ア
西
南
部
（
ジ
エ

イ
タ
ソ
）
、
シ
μ
・
シ
リ
シ
ア
（
ア
ム
ッ
ク
）
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
（
ジ
エ
リ
コ
）

の
四
地
区
に
わ
け
、
そ
れ
ら
の
形
成
は
多
元
的
で
、
鋼
々
の
伝
統
を
う
け
て
、

個
別
に
農
耕
文
化
が
成
立
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
癒
二
果
地
域
の
研
究
発
表
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
田
本
に
長
く
滞
在
し
て

い
た
J
・
マ
リ
ン
ガ
ー
が
、
南
鮮
か
ら
北
九
州
に
か
け
て
分
布
す
る
棊
盤
形
支

石
墓
を
紹
介
し
た
が
、
展
示
の
資
料
は
古
く
、
そ
の
見
解
は
外
形
を
亀
甲
に
比

定
し
て
、
天
寿
国
憂
陀
羅
の
麟
文
を
あ
げ
て
、
中
国
の
彼
岸
思
想
と
結
び
つ
け

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
単
な
る
思
い
つ
き
程
度
の
域
を
で
て
い
な
い
。

　
三
軸
者
自
体
、
ア
ジ
ア
地
域
に
関
す
る
知
識
に
乏
し
く
、
と
く
に
極
菓
地
域

の
先
史
文
化
の
中
核
を
な
す
中
国
関
係
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
汎
世
界
的

な
国
際
会
議
と
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
欧
米
学
者
の
こ
の

方
．
面
へ
の
進
出
を
ま
つ
ま
え
に
、
東
洋
の
研
究
春
が
そ
の
業
績
を
広
く
紹
介
す

る
方
法
を
、
も
っ
と
積
極
的
に
講
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
研
究
発
表
と
は
別
慨
に
な
さ
れ
た
特
劉
集
会
に
お
い
て
は
、
各
国
の
協
演
活

動
を
要
請
す
る
極
々
の
議
題
が
論
ぜ
ら
れ
た
。
航
空
写
真
の
利
用
、
放
射
性
炭

素
に
よ
る
年
代
測
定
法
、
熱
残
留
磁
気
に
よ
る
法
、
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
法
、
計

量
分
析
法
、
な
ど
の
自
然
科
学
法
の
活
胴
の
問
題
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が

そ
の
ほ
か
で
は
、
都
市
趨
源
の
研
究
、
考
古
環
録
、
辞
典
、
年
報
の
作
製
な
ど

に
つ
い
て
も
、
協
同
作
業
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
協
力

は
、
わ
れ
わ
れ
が
世
界
の
学
界
か
ら
お
く
れ
を
と
ら
な
い
た
め
の
必
要
粂
件
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
窟
都
大
学
助
教
授
V
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